
「思考の設計図」の見方・作り方

「思考の設計図」は、「読み解く力」の三つのプロセスを生徒が意識できるような要素を
取り入れ、思考の過程を可視化するためのツールです。
そのまま使っても、普段お使いのワークシート等に要素を追加しても御活用できます。
ここでは「思考の設計図」の見方や作り方について御説明します。ぜひ御活用ください。

生徒が自分の考え
を記述する欄

「読み解く力」の
三つのプロセス

「思考の設計図」等のデータはこちら
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生徒が「読み解く力」
の三つのプロセスを意
識して考えを形成でき
るように、各プロセス
を配置します。

生徒がそれぞれの段階
で記述する内容の手が
かりとなるように、指
導事項を簡単にまとめ
たり、評価の視点を想
定したりします。

生徒が「読み解く力」
の三つのプロセスを意
識しながら考えを形成
できるよう、生徒が記
述する欄をいくつかの
段階に分けて設定しま
す。
モデルでは三つのプロ
セスに合わせて、
「思考の素材」
「思考の加工」
「思考の組立て」
という三つの段階を設
けました。

「読み解く力」の三つのプロセスを意識し三つの段階に分けていますが、生徒の思考は必ずしもこの順番で形成されるとは限りません。生徒が必
要に応じて三つの段階をいつでも行き来できるように、１枚のワークシートもしくは１連のデータの形で作成することが効果的です。
また、そのような形にすることで、生徒がどのような過程を経て考えを形成していったかを指導者は見取りやすくなります。

友達からの助言を生か
して、加筆・修正する
ことも効果的です。


